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※本リリースは、平戸市から平戸市を担当する報道機関に、長崎大学から長崎大学記者クラブに配信し

ています。 

 

【内容】 

国立大学法人長崎大学と平戸市は、令和３年度から「国境を越えた地域医療支援事業」を実施するた

め、連携協定を締結することとなりました。 

つきましては下記のとおり締結式を執り行いますのでご案内申し上げます。 

 

記 

 

１ 日 時 令和３年３月２５日（木） 午後５時００分～午後５時４５分 

２ 場 所 長崎大学事務局 第３会議室（長崎市文教町１－１４） 

３ 主な出席者 国立大学法人長崎大学 学長     河野   茂 

        平戸市長                       黒田 成彦 

平戸市民病院院長              押淵  徹 

長崎大学病院長         中尾 一彦 

長崎大学副学長         調   漸 

国境を越えた地域医療支援機構長 有吉 紅也 

４  協定内容 

 平戸市では長崎大学と連携し、平成 17 年から「平戸市地域医療人材育成事業」を実施してきまし

た。地域医療や全人的医療に携わる医師の養成を図るため、平戸市民病院に教育の拠点を置き、過疎、

へき地の医療を担う人材の育成を図り、平戸市の医師確保に努めてきました。また、令和２年度から

は、国際貢献等を目指す医師について長崎大学が育成を担い、日本国内に滞在している期間の就業施

設、研修施設を平戸市民病院とすることで、お互いの課題解決を図る「国際医療人育成事業」を実施し

ております。 



 令和３年度においては、この二つの事業を発展的に統合し、さらに長崎大学病院総合診療科とも協働

して、「国境を越えた地域医療支援事業」として実施します。国境を越えて活躍できる国際地域医療人

を育成し、平戸市民病院を拠点に展開することで、平戸市の喫緊の課題である医師の確保、地域医療の

向上と長崎大学が目指す世界の健康、医療格差の是正を図るものです。 

 

 

※取材を希望する報道機関は３月２４日（水）までに、担当までお知らせください。 

 

※お車でお越しになられる場合は、入構許可証を発行しますので、担当までご連絡ください。 

 

※来場の際は，マスクを着用するなど感染拡大防止へのご協力をお願いします。 

 

※発熱や風邪のような症状がある方は来場をご遠慮いただきますようお願いします。 

 


